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 1.経営者インタビューからダイナミック・ケイパビリティの表層化の示唆について 
















   次に日本煉瓦製造株式会社の経営史および元経営者へのインタビューを複数回行い、ダイナミック・ケイパビリティの生成プロセスを中
長期的な視点で捉える試みを行った。この研究では、経営史を基に、その成否を知り得ている現在から省察することで、生成プロセスの精
緻的な視点を確保した。 






















































  本研究の途中結果を、経営行動科学学会第 18 回全国大会で発表した。また、同学会誌に投稿した。参加者から研究進化のヒントを頂い
た。 
 また、実務的なインプリケーションから、学術と実務の双方の観点から、書籍を発刊した。 
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